
薗
－

説

　
得
宗
領
・
笠
和
郷
内
梨
畑
に
つ
い
て

佐
　
藤
　
未
　
喜

＊
は
じ
め
に

　
弘
安
八
年
（
一
二
八
五
）
に
成
立
し
た
豊
後
国
図
田
帳
は
、
別
名
大

田
文
と
も
謂
わ
れ
る
土
地
台
帳
で
あ
る
が
、
内
成
は
そ
の
図
田
帳
に
笠

和
郷
内
梨
畑
と
し
て
、
は
じ
め
て
一
級
史
料
に
出
て
く
る
。
中
世
期
に

内
梨
畑
ま
た
は
内
梨
子
村
と
呼
ば
れ
た
こ
の
地
域
が
、
ど
の
よ
う
な
過

程
を
経
て
北
条
家
得
宗
領
と
な
っ
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

（
Ｉ
）
内
成
の
地
名
語
源

　
本
題
に
入
る
前
に
内
梨
畑
の
地
名
由
来
に
つ
い
て
ふ
れ
る
。

　
内
成
の
語
源
は
「
内
梨
↓
内
成
」
す
な
わ
ち
ウ
チ
ナ
シ
↓
ウ
チ
ナ
リ

の
転
脱
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
も
と
も
と
の
「
内
梨
」
の
語
源
に
つ
い

て
地
名
用
語
語
源
辞
典
（
楠
原
祐
介
著
）
に
よ
れ
ば

○
う
ち
〈
内
、
打
、
裡
〉

　
①
ウ
チ
（
内
）
で
「
内
側
」
の
意
。
と
く
に
「
入
り
込
ん
だ
地
形
」
、

　
　
「
山
谷
の
小
平
地
」

　
②
ウ
チ
（
内
）
は
、
血
族
的
集
団
を
意
味
し
、
「
氏
」
と
同
語
源
か
。

　
③
入
江
、
入
海
の
湾
内

　
④
フ
チ
（
縁
）
の
転
か
。
↓
ふ
ち
。

　
⑤
ウ
チ
（
打
）
で
、
崖
な
ど
の
「
切
り
取
ら
れ
た
よ
う
な
地
形
」
を

　
　
い
う
か
。
オ
チ
（
落
）
の
転
と
も
考
え
ら
れ
る
。
↓
お
ち
。

　
⑥
鹿
、
猪
な
ど
の
通
る
道
。

　
⑦
ウ
ナ
・
チ
（
接
尾
語
）
の
略
か
。
↓
う
な
。

　
⑧
強
意
の
接
尾
語

○
な
し
〈
成
、
梨
、
生
、
無
〉

　
①
接
尾
語
。
「
～
に
な
っ
た
所
」
の
意
。
動
詞
ナ
ス
（
成
）
の
連
用

　
　
形
よ
り
。
‘

　
②
ナ
ラ
シ
（
平
）
の
転
で
、
「
平
坦
地
」
、
「
緩
傾
斜
地
」
を
い
う
か
。

　
　
↓
な
ら
し
。

　
③
ナ
シ
（
無
）
の
意
で
「
～
の
な
い
所
」
を
い
う
か
。

　
④
ナ
シ
ル
（
擦
。
「
当
て
て
こ
す
る
」
）
の
語
幹
で
、
「
こ
す
ら
れ
た

　
　
よ
う
な
地
形
」
、
す
な
わ
ち
「
崩
壊
地
形
」
を
示
す
も
の
も
あ
る
か
。

と
あ
る
。

　
地
名
の
語
源
の
殆
ど
が
地
形
を
基
に
し
た
自
然
地
名
で
あ
る
こ
と
か
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ら
筆
者
は
、

「
ウ
チ
は
内
側
の
意
で
山
間
の
入
組
ん
だ
所
を
指
し
、
ナ
シ
は
ナ
シ
ル

（
擦
）
の
意
で
、
こ
す
ら
れ
た
よ
う
な
地
形
・
崩
壊
地
形
、
を
表
わ
す

自
然
地
名
」
で
あ
る
と
思
う
。

　
村
の
一
番
高
い
所
・
石
城
寺
か
ら
眺
め
れ
ば
、
平
均
勾
配
十
分
の
一

の
棚
田
が
一
面
に
広
が
っ
て
い
る
。
ま
さ
に
擦
ら
れ
た
よ
う
な
地
形
で

あ
り
、
こ
の
村
の
景
観
を
見
事
に
表
現
し
た
地
名
で
あ
る
こ
と
が
理
解

で
き
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

（
ｎ
）
弘
安
図
田
帳
の
読
み
方

　
原
文
は
漢
文
で
「
内
梨
畑
、
大
略
為
畠
地
、
代
不
分
明
、
地
頭
相
模

四
郎
左
近
太
夫
殿
」

　
読
み
下
す
と
「
ほ
と
ん
ど
が
畠
の
た
め
、
田
代
は
分
か
ら
な
い
。
地

頭
は
得
宗
家
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
原
文
を
先
学
は
ど

の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
か
各
史
書
の
記
述
を
以
下
に
紹
介
し
よ
う
。

①
大
分
県
史
（
中
世
編
Ｉ
・
Ｐ
四
〇
八
、
竹
内
弘
文
氏
）

　
「
図
田
帳
に
地
頭
相
模
四
郎
左
近
太
夫
殿
と
み
え
る
。
執
権
時
頼
の

　
子
、
相
模
四
郎
宗
政
の
子
・
師
時
に
あ
て
ら
れ
る
。
内
梨
畑
は
現
在

の
挟
間
町
と
別
府
市
の
境
界
に
あ
る
内
成
に
あ
た
る
。
「
大
略
為
畠

地
、
地
代
不
分
明
」
と
あ
る
こ
の
土
地
が
ど
う
し
て
得
宗
領
（
大
友

史
料
八
の
二
Ｉ
八
）
と
な
っ
た
の
か
わ
か
ら
な
い
。
笠
和
郷
地
頭
大

友
氏
が
得
宗
家
へ
嫁
い
だ
女
子
に
譲
っ
た
土
地
で
あ
ろ
う
か
。
」

②
大
分
の
歴
史
（
中
世
・
Ｐ
三
一
九
、
渡
辺
澄
夫
氏
）

　
「
内
梨
畑
、
地
頭
相
模
四
郎
左
近
太
夫
殿

　
　
今
の
別
府
市
人
宇
内
成
に
当
た
る
。
大
分
川
の
支
流
賀
来
川
の
上

　
流
の
石
城
川
流
域
一
帯
で
戦
後
大
分
郡
挟
間
町
か
ら
別
府
市
に
編
入

　
し
た
。
地
頭
職
は
北
条
時
頼
の
子
、
相
模
四
郎
宗
政
の
子
師
時
で
あ

　
る
。
笠
和
郷
は
今
の
大
分
市
の
中
心
部
を
占
め
国
府
の
あ
る
荏
隈
郷

　
に
接
す
る
。
も
と
も
と
国
栃
領
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
図
田
帳

　
で
は
徳
大
寺
中
納
言
家
を
領
家
と
す
る
荘
園
と
な
っ
て
い
る
。
地
頭

　
は
大
友
頼
泰
が
帯
し
て
守
護
領
と
な
っ
て
い
る
の
は
荏
隈
郷
と
同
様

　
で
あ
る
。
当
地
が
北
条
氏
一
門
領
と
な
っ
た
時
期
、
経
緯
な
ど
一
切

　
不
明
で
あ
る
。
」

③
日
本
歴
史
地
名
大
系

　
「
相
模
四
郎
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
る
が
、
北
条
師
時
と
考
え
る
の

　
が
妥
当
か
。
永
和
元
年
（
コ
二
七
五
）
九
月
二
日
の
足
利
義
満
袖
半
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下
分
（
大
友
文
書
）
に
よ
る
と
、
得
宗
領
で
あ
っ
た
「
内
梨
子
村
」

な
ど
の
地
頭
職
が
勲
功
の
賞
と
し
て
大
友
親
世
に
与
え
ら
れ
て
い

る
。
永
徳
三
年
（
一
三
八
三
）
七
月
十
八
日
の
大
友
親
世
所
領
所
職

等
注
進
状
案
（
同
文
書
）
で
は
「
内
梨
子
畑
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の

で
、
内
梨
子
村
と
内
梨
子
畑
（
内
梨
畑
）
は
同
一
地
域
を
さ
し
、
豊

前
と
豊
後
を
結
ぶ
街
道
の
要
衝
の
地
と
し
て
得
宗
領
と
な
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
」

④
角
川
・
日
本
地
名
大
辞
典

　
「
後
藤
碩
田
は
相
模
四
郎
は
「
吾
妻
鏡
」
文
応
二
年
二
月
条
に
見
え

　
る
尾
張
左
近
太
夫
将
監
公
時
に
比
定
し
て
い
る
が
（
大
友
史
料
三
）
、

　
名
越
公
時
に
つ
い
て
は
、
名
越
尾
張
入
道
と
記
す
箇
所
が
あ
る
の
で

　
否
定
さ
れ
る
。
北
条
師
時
と
す
る
説
が
正
し
い
と
恩
わ
れ
る
。
相
模

　
四
郎
が
内
梨
畑
の
地
頭
と
な
っ
た
時
期
、
経
緯
は
不
詳
。
応
安
八
年
、

　
肥
後
国
菊
池
郡
水
嶋
陣
に
お
け
る
大
友
親
世
の
軍
功
に
対
し
て
、
永

　
和
元
年
九
月
二
日
恩
賞
と
し
て
内
梨
子
村
な
ど
が
足
利
義
満
に
よ
っ

　
て
宛
行
わ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
得
宗
領
と
あ
る
。
こ
の
地
区
が

　
大
分
郡
と
速
見
郡
を
結
ぶ
要
衝
の
地
で
あ
っ
た
た
め
、
得
宗
領
と

　
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
永
徳
三
年
七
月
十
八
日
の
親
世
所
領
注
進

　
状
案
に
は
「
同
国
内
梨
子
畑
」
と
見
え
、
内
梨
子
畑
は
内
梨
子
村
と

も
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
以
後
大
友
惣
領
家
領
と
し
て
存

続
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
史
料
が
な
い
。
近
世
は
府
内
藩
領
内
成

村
と
な
る
。
」

⑤
別
府
市
誌
（
飯
沼
賢
司
氏
）

　
「
内
梨
畑
は
現
在
の
別
府
市
宇
内
成
と
大
分
郡
挟
間
町
大
宇
内
成
に

　
比
定
さ
れ
て
い
る
。
先
の
史
料
か
ら
鎌
倉
時
代
は
北
条
氏
の
惣
領
で

　
あ
る
得
宗
の
所
領
で
あ
っ
た
が
、
北
条
氏
滅
亡
に
伴
い
没
収
さ
れ
、

　
南
北
朝
時
代
の
末
に
は
、
勲
功
の
賞
と
し
て
大
友
親
世
の
手
に
渡
っ

　
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
弘
安
八
年
段
階
の
地
頭
は
北
条
時
頼
の

　
孫
師
時
に
当
て
る
説
が
有
力
で
あ
る
。
し
か
し
、
師
時
の
通
称
は
武

　
蔵
四
郎
で
あ
り
、
相
模
四
郎
は
師
時
の
父
で
あ
る
宗
政
の
通
称
で
あ

　
る
。
弘
安
八
年
で
は
、
師
時
は
十
一
歳
の
少
年
で
あ
り
、
元
服
を
し

　
て
い
た
と
は
思
わ
れ
ず
、
ま
だ
童
名
を
使
用
し
て
い
た
可
能
性
が
高

　
い
。
と
す
れ
ば
、
図
田
帳
の
記
載
は
「
相
模
四
郎
」
は
「
相
模
四
郎
跡
」

　
す
な
わ
ち
相
模
四
郎
宗
政
の
子
孫
と
書
か
れ
て
い
た
も
の
が
「
跡
」

　
が
脱
漏
し
た
と
い
う
見
方
も
で
き
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
地
頭
は
師

　
時
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
（
中
略
）

　
　
内
成
は
鶴
見
山
の
尾
根
が
大
分
郡
方
面
に
の
び
た
上
に
展
開
す
る

　
村
で
あ
り
、
水
に
は
恵
ま
れ
て
い
た
が
、
川
は
な
く
、
湧
き
水
を
使
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用
し
て
山
の
上
に
水
田
が
開
か
れ
た
。
鎌
倉
時
代
は
（
ほ
と
ん
ど
畠

で
あ
る
の
で
、
田
数
は
不
明
で
あ
る
）
と
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、

一
面
に
畠
が
広
が
る
景
観
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
（
中
略
）
し
か
し
、

そ
れ
に
し
て
も
ほ
と
ん
ど
水
田
が
な
い
こ
の
よ
う
な
畑
作
地
帯
の
内

梨
子
が
な
ぜ
北
条
得
宗
領
に
組
み
込
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
生
産

と
い
う
面
か
ら
み
れ
ば
、
価
値
の
商
い
所
領
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な

い
。
得
宗
領
の
特
色
と
し
て
海
上
交
通
・
陸
上
交
通
の
要
衝
を
そ
の

所
領
に
組
み
込
ん
で
い
る
点
が
従
来
か
ら
注
目
さ
れ
こ
い
る
か
、
こ

の
内
梨
畑
も
交
通
上
の
要
衝
の
視
点
か
ら
考
え
る
し
か
な
い
。
」

⑥
九
州
諸
国
に
お
け
る
北
条
氏
所
領
の
研
究
（
石
井
進
氏
）

　
「
弘
安
図
田
帳
に
「
内
梨
畑
、
大
略
依
為
畠
地
田
数
不
明
、
地
頭
相

　
模
四
郎
左
近
太
夫
殿
」
と
あ
る
。
相
模
四
郎
左
近
太
夫
は
得
宗
家
傍

　
流
の
師
時
で
あ
ろ
う
。
」

こ
れ
ら
六
誌
に
共
通
す
る
認
識
は

（
Ｉ
）

（
Ｈ
）

地
頭
は
得
宗
家
の
北
条
師
時
で
あ
る
。

生
産
高
の
少
な
い
こ
の
地
が
、
い
つ
・
な
ぜ
得
宗
領
に
な
っ

た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
理
由
の
Ｉ
つ
と
し
て
は
交
通

の
要
衝
説
が
あ
げ
ら
れ
る
。

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
（
Ｉ
）
に
つ
い
て
は
い
ま
や
定
説
と
み
て
よ
い
。

（
ｎ
）
に
つ
い
て
筆
者
は
違
う
見
解
を
持
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
つ
い

て
は
後
記
、
内
成
の
生
産
高
で
述
べ
る
。

＊
相
模
四
郎
・
北
条
師
時

　
こ
こ
で
地
頭
に
比
定
さ
れ
る
相
模
四
郎
・
北
条
師
時
に
つ
い
て
触
れ
る
。

　
師
時
（
一
二
七
五
～
一
三
一
回
は
当
時
三
番
引
付
頭
人
で
あ
っ
た

宗
政
（
通
称
相
模
四
郎
）
を
父
と
し
て
生
ま
れ
た
。
母
は
連
署
北
条
政

村
の
女
で
、
当
時
の
二
番
引
付
頭
人
時
村
の
妹
で
あ
る
。
図
田
帳
の
弘

安
八
年
に
十
一
歳
で
叙
爵
し
て
い
る
。
正
安
三
年
（
コ
ニ
○
一
）
従
兄

貞
時
の
後
任
と
し
て
二
十
七
歳
で
第
十
代
執
権
に
就
任
。
応
長
元
年
九

月
三
十
七
歳
で
病
没
。
八
代
執
権
で
伯
父
に
あ
た
る
時
宗
の
猶
子
（
養

子
）
で
も
あ
っ
た
。
父
宗
政
こ
二
五
三
～
一
二
八
一
）
は
文
永
九
年

廿
歳
で
評
定
衆
に
就
任
、
翌
十
年
三
番
引
付
頭
人
に
進
み
、
建
治
三
年

二
十
五
歳
で
一
番
引
付
頭
人
と
な
っ
た
が
弘
安
四
年
二
十
九
歳
で
没
し

た
。
相
模
四
郎
と
呼
ば
れ
、
二
月
騒
動
（
文
永
九
年
・
一
二
七
二
）
で
名

越
時
章
が
謀
殺
さ
れ
た
後
の
筑
後
守
護
職
を
引
き
繕
い
だ
が
、
こ
の
と
き

同
時
に
内
梨
畑
の
地
頭
職
も
確
保
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

系
図
で
示
せ
ば
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
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時
頼
（
六
代
執
権
）

「
　
下

ＴＴ∧
時
輔
（
相
模
三
郎
・
六
波
羅
南
方
）

時
宗
（
ハ
代
執
権
）

宗
政
（
相
模
四
郎
）

時
教

貞
時
（
九
代
執
権
）

師
時
（
十
代
執
権
）

　
永
和
元
年
（
一
三
七
五
）
、
当
時
九
州
探
題
で
あ
っ
た
今
川
了
俊
の

献
策
に
応
じ
て
、
大
友
親
世
に
恩
賞
と
し
て
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

今
川
貞
世
（
了
俊
）
が
引
付
頭
人
か
ら
九
州
探
題
に
起
用
さ
れ
た
の
は
、

応
安
三
年
（
一
三
七
〇
）
六
月
、
当
時
九
州
は
懐
良
親
王
を
頂
く
菊
池

以
下
の
南
軍
の
全
盛
期
で
、
筑
前
・
筑
後
・
肥
後
・
豊
前
を
制
し
て
、

北
朝
側
の
豊
後
の
大
友
は
孤
立
し
て
い
た
。

　
了
俊
は
息
子
の
義
範
を
あ
ら
か
じ
め
高
崎
山
に
入
れ
て
菊
池
軍
を
お

び
き
寄
せ
、
長
防
の
守
護
大
内
氏
を
味
方
に
つ
け
る
な
ど
の
施
策
が
奏

功
し
て
北
軍
の
態
勢
を
優
勢
に
し
て
い
っ
た
。
永
和
元
年
八
月
、
菊
池

軍
の
本
拠
肥
後
を
攻
め
る
た
め
に
、
水
島
に
陣
を
張
っ
た
了
俊
は
、
九

州
の
三
豪
、
少
弐
冬
資
・
大
友
親
世
・
島
津
氏
久
の
来
援
を
求
め
、
酒

席
で
少
弐
を
刺
殺
し
た
。
水
島
の
役
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ

の
事
件
が
も
と
ｔ
と
守
護
層
に
根
強
い
探
題
不
信
を
燃
え
上
が
ら
せ
、

島
津
は
離
反
し
了
俊
は
窮
地
に
立
っ
た
。
こ
の
危
機
に
大
友
を
陣
営
に

引
き
止
め
る
た
め
に
上
記
の
地
頭
職
を
与
え
た
も
の
で
あ
る
。
下
文
に

内
梨
子
村
岡
領
と
あ
る
よ
う
に
得
宗
領
で
あ
り
、
弘
安
図
田
帳
で
得
宗

家
に
譲
ら
れ
て
い
た
内
梨
畑
が
大
友
家
に
返
還
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
以
後
は
大
友
家
滅
亡
ま
で
支
配
が
続
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
史
料

的
確
証
が
な
い
。
た
だ
矯
城
雑
誌
は
当
地
の
正
八
幡
宮
（
大
神
峰
神
社
）

の
項
で

-

－５

宗
頼
（
相
模
七
郎
）
－
宗
方
（
母
大
友
頼
泰
女
）

＊
足
利
義
満
袖
半
下
文

　
　
時
代
は
少
し
降
る
が
内
梨
子
村
（
内
梨
畑
）
が
得
宗
領
で
あ
っ
た

　
と
す
る
史
料
と
し
て
足
利
義
満
下
文
を
み
て
み
よ
う
。

　
　
　
大
友
式
部
丞
親
世

可
令
早
領
知
、
豊
後
園
佐
賀
郷
得
宗
領
・
同
図
太
佐
井
郷

同
領
・
同
園
内
梨
子
村
同
領
・
同
図
朝
見
郷
内
立
石
村
古

庄
信
濃
守
跡
・
同
国
朽
網
郷
半
分
朽
網
次
郎
・
閲
兵
三
左
衛

門
入
道
跡
・
開
園
球
珠
郡
内
綾
垣
村
綾
垣
掃
部
亮
跡
等
地
頭

職
事

右
、
為
勲
功
之
賞
、
所
宛
行
也
者
、
早
守
先
例
可
致
沙
汰
之
状
、

　
　
如
件

永
和
元
年
九
月
二
日
　
　
　
　
　
　
　
」

　
（
大
友
文
書
　
・
大
分
県
史
料
二
十
六
）



「
建
久
四
年
、
大
友
能
直
若
宮
ヲ
勧
請
シ
、
且
、
宗
麟
、
義
鎮
常
村
ニ

於
テ
水
田
幾
許
ヲ
社
領
二
寄
附
セ
ラ
ル
。
然
ル
ニ
、
天
正
丙
戌
ノ
兵

火
二
寺
社
共
二
亡
ブ
ト
云
々
。
是
常
社
ノ
伝
記
二
載
ス
ル
処
ニ
シ
テ
、

建
久
六
年
記
ス
ル
処
ノ
縁
起
一
巻
ア
リ
。
」
　
と
、
宗
麟
の
頃
の
支
配

状
況
を
伝
承
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
。

　
　
（
Ⅲ
）
得
宗
領
・
内
梨
畑

　
内
梨
畑
は
笠
和
郷
に
属
し
地
頭
は
大
友
惣
領
家
で
あ
っ
た
。
そ
の
内

梨
畑
が
北
条
氏
一
門
に
渡
っ
た
の
は
、
強
要
か
寄
進
の
い
ず
れ
か
に
よ

る
。
鎌
倉
幕
府
成
立
初
期
に
は
、
北
条
氏
の
権
力
は
い
ま
だ
確
立
し
て

い
た
わ
け
で
は
な
く
、
所
領
を
強
要
で
き
る
ほ
ど
の
力
は
な
か
っ
た
。

北
条
氏
一
門
の
所
領
拡
大
の
経
過
を
み
て
い
く
と
、
承
久
の
乱
が
大
き

な
意
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
治
承
・
文
治
の
内
乱
に
よ
っ

て
平
氏
没
官
領
と
な
っ
た
の
は
五
百
余
所
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
承
久

の
乱
に
よ
っ
て
鎌
倉
幕
府
が
獲
得
し
た
の
は
、
お
お
よ
そ
三
千
余
所
に

も
の
ぼ
る
。
義
時
が
行
賞
を
執
行
す
る
に
当
た
り
姉
・
政
子
の
意
向
を

反
映
し
て
御
家
人
へ
の
給
付
を
重
視
し
た
た
め
、
北
条
氏
は
二
十
ケ
所

程
度
の
所
領
確
保
に
と
ど
め
た
と
い
わ
れ
る
。
奥
富
敏
之
氏
は
「
承
久

の
乱
は
、
東
国
武
士
政
権
の
京
都
貴
族
政
権
へ
の
勝
利
と
い
う
だ
け
に

は
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
な
に
よ
り
も
、
北
条
氏
の
一
般
御

家
人
た
ち
に
対
す
る
勝
利
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
の
ち

の
得
宗
専
制
政
権
樹
立
と
い
う
方
向
に
対
す
る
経
済
的
基
盤
は
、
こ
こ

に
成
立
し
た
。
あ
と
は
こ
れ
ら
の
所
領
を
一
門
庶
子
に
配
布
し
つ
つ
も
、

全
体
と
し
て
統
括
し
て
、
も
っ
て
軍
事
的
政
治
的
権
力
に
換
え
て
ゆ
く

仕
事
だ
け
が
残
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
」
（
鎌
倉
北
条
氏
の
基
礎
的
研

究
）
と
総
括
し
て
お
ら
れ
る
。
大
友
氏
側
に
没
収
さ
れ
る
ほ
ど
の
落
度

も
な
い
の
に
、
北
条
氏
一
門
に
譲
ら
れ
た
の
は
、
大
友
惣
領
家
の
女
子

（
娘
）
が
嫁
入
り
し
た
際
の
贈
与
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
図
田

帳
の
時
期
・
弘
安
八
年
（
一
二
八
五
）
以
前
の
大
友
・
北
条
両
家
の
婚

姻
関
係
を
見
て
み
よ
う
。

①
能
直
の
娘

　
　
宗
家
大
友
氏
之
系
図
に
よ
れ
ば

　
　
能
直
こ
一
七
一
丁
上
二
二
三
）
‐

親
秀
（
一
一
九
五
～
二
面
八
）
－
頼
泰
（
一
二
二
二
～
一
三
〇
〇
）

女
子
　
名
越
々
後
入
道
之
妻
女

　
　
　
　
　
尾
張
守
、
備
前
守
、
左
近
太
夫
、
修
理
亮
母
也

と
あ
る
。
ま
た
大
友
田
北
氏
系
図
で
は
さ
ら
に
詳
し
く

６－
-



　
「
名
越
越
後
守
平
朝
時
室
、
尾
張
守
光
時
、
備
前
守
時
長
、
修
理
之
亮

　
時
幸
等
之
母
儀
」

と
な
っ
て
い
る
。
奥
富
敏
之
氏
に
よ
れ
ば
、
朝
時
と
大
友
能
直
女
の
間

に
は
、
光
時
（
越
後
守
）
・
時
章
（
尾
張
守
）
・
時
長
（
備
前
守
）
・
三

浦
義
村
女
・
時
幸
（
修
理
亮
）
の
四
男
一
女
が
あ
っ
た
（
鎌
倉
北
条
一
族
）
。

　
名
越
朝
時
は
建
久
四
年
（
一
一
九
三
）
に
生
ま
れ
、
寛
元
三

年
（
一
二
四
五
）
に
没
。
父
は
二
代
執
権
・
義
時
（
一
一
六
三
～

コ
ー
二
四
）
で
三
代
執
権
・
泰
時
（
一
一
八
三
～
ニ
ー
四
二
）
の
弟
、

名
越
流
の
祖
で
あ
る
。
時
政
以
来
の
名
越
邸
を
相
続
し
、
自
ら
「
名
越
」

を
名
乗
っ
て
い
る
よ
う
に
、
自
分
の
系
続
こ
そ
真
の
北
条
氏
の
惣
領
家

で
あ
る
と
い
う
自
負
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。
朝
時
以
来
得
宗
家

に
対
抗
し
た
た
め
に
数
度
の
討
滅
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
寛
元
四
年

こ
二
四
六
）
の
宮
騒
動
に
際
し
嫡
子
光
時
は
、
「
我
ハ
義
時
が
孫
也
。

時
頼
ハ
義
時
が
彦
也
」
と
楊
き
、
あ
か
ら
さ
ま
に
時
頼
の
執
権
就
任
に

対
抗
し
敗
北
、
伊
豆
に
流
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
は
許
さ
れ
た
弟
時
章
・

教
時
は
文
永
九
年
（
回
一
七
二
）
二
月
の
二
月
騒
動
で
時
宗
に
討
た
れ

名
越
家
は
没
落
し
た
。
北
条
氏
内
部
で
は
名
越
家
は
得
宗
家
に
対
抗
し

う
る
商
い
家
格
を
有
し
、
こ
れ
が
た
め
に
得
宗
家
と
争
い
、
結
果
討
滅

を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。
筆
者
は
こ
の
名
越
家
へ

の
嫁
入
り
に
際
し
て
贈
与
さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
。

②
親
秀
の
娘

　
　
大
友
田
北
氏
系
図
（
大
友
史
料
三
二
号
）
に
よ
れ
ば

貿

→
繋女

子
　
相
模
三
郎
平
資
時
人
道
真
如
室

と
あ
る
。
ま
た
大
友
大
田
氏
系
図
で
は
　
「
北
条
三
郎
平
資
時
入
道

真
照
室
」
、
大
友
系
図
で
は
、
「
相
模
三
郎
資
時
人
道
真
如
室
」
と
あ

り
、
北
条
資
時
の
妻
女
と
み
て
間
違
い
な
い
。
資
時
（
一
一
九
九
～

一
二
五
一
）
は
北
条
時
房
の
三
男
で
、
三
十
九
歳
で
北
条
氏
と
し
て
は

初
め
て
評
定
衆
に
就
任
（
コ
ご
二
七
年
～
一
二
五
一
年
）
。
五
十
一
歳

で
引
付
衆
・
三
番
引
付
頭
大
（
一
二
四
九
年
～
回
一
五
一
年
）
を
勤
め

幕
府
の
重
鎮
で
あ
っ
た
が
五
十
三
歳
で
没
。
資
時
に
は
一
子
時
成
が
あ

る
が
子
孫
を
残
さ
ず
断
絶
し
た
よ
う
で
あ
る
。
父
時
房
は
時
政
の
三
男
、

義
時
の
十
二
歳
下
の
弟
に
あ
た
り
、
北
条
氏
内
部
で
は
最
も
傍
系
に
位

置
し
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。

　
な
お
相
模
三
郎
を
称
す
る
も
の
に
時
宗
の
異
母
兄
・
時
輔
こ
二
四
八

～
こ
一
七
二
）
が
あ
る
が
、
彼
の
妻
は
小
山
出
羽
前
司
長
村
の
娘
で
あ

る
こ
と
、
次
に
み
る
頼
泰
の
娘
が
時
輔
の
異
母
弟
・
宗
頼
に
嫁
入
り
し

て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
こ
で
謂
う
相
模
三
郎
は
資
時
と
み
て
間
違

い
な
い
。
最
傍
系
の
資
時
へ
の
嫁
入
り
に
際
し
得
宗
家
へ
贈
与
さ
れ
た

７－一



と
は
考
え
に
く
い
。

竹
本
弘
文
氏
は
井
田
郷
（
大
野
郡
）
に
つ
い
て
の
記
述
の
中
で

「
図
田
帳
に
地
頭
職
相
模
三
郎
入
道
母
女
子
と
あ
り
、
相
模
三
郎
人
道

と
は
北
条
時
輔
（
時
宗
の
弟
、
六
波
羅
探
題
）
と
い
う
。
大
友
田
原
系

図
（
入
江
文
書
）
に
、
大
友
親
秀
の
女
子
に
、
相
模
三
郎
入
道
室
が
見

え
る
か
ら
、
こ
の
女
子
と
の
間
に
生
ま
れ
た
女
に
伝
領
し
た
も
の
か
。
」

（
大
分
県
史
、
中
世
編
Ｉ
・
Ｐ
四
〇
四
）
と
書
い
て
い
る
が
、
こ
こ
で

い
う
相
模
三
郎
入
道
は
明
ら
か
に
北
条
資
時
の
こ
と
で
泌
り
、
時
輔
と

し
て
い
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。
ま
た
時
輔
を
時
宗
の
弟
と
し
て
あ
る
が

事
実
は
異
母
兄
で
あ
り
、
文
永
九
年
（
一
二
七
二
）
の
二
月
騒
動
で
洙

殺
さ
れ
た
時
は
二
五
歳
、
年
齢
的
に
も
時
輔
は
一
二
四
八
年
生
に
対
し

親
時
女
は
生
年
不
明
で
あ
る
が
、
長
兄
の
頼
泰
が
回
一
二
二
年
生
で
あ

る
と
こ
ろ
か
ら
推
測
し
て
時
輔
よ
り
も
か
な
り
年
長
に
当
た
る
こ
と
は

確
実
で
あ
り
婚
姻
の
対
象
と
は
な
り
に
く
い
。

③
頼
泰
の
娘

　
　
大
友
宗
家
系
図
で
は

頼
泰

ノ
親
時
（
コ
ー
三
六
～
）

女
子
　
　
相
橋
守
修
理
亮
崇
頼
室
宗
方
母

と
あ
る
が
、
大
友
大
田
氏
系
図
で
は
、
「
北
条
修
理
亮
平
氏
宗
頼
室
」

と
な
っ
て
い
る
。
北
条
氏
一
門
で
「
崇
頼
」
と
い
う
の
は
存
在
し
な
い
。

宗
方
の
父
で
あ
れ
ば
五
代
執
権
・
時
頼
の
子
、
宗
頼
に
該
当
す
る
。
「
崇
」

は
「
宗
」
の
誤
字
で
あ
ろ
う
。

　
宗
頼
は
建
治
二
年
（
一
二
七
六
）
正
月
、
周
防
・
長
門
両
国
守
護

と
し
て
下
向
、
現
地
で
豊
後
守
護
大
友
頼
泰
の
娘
を
娶
り
、
弘
安
元

年
（
一
二
七
八
）
そ
の
腹
に
次
男
宗
方
（
一
二
七
八
～
一
三
〇
五
）
が

生
ま
れ
た
が
翌
二
年
長
門
で
没
し
た
。
宗
頼
の
兄
は
八
代
執
権
・
時
宗

こ
二
五
一
～
一
二
八
四
）
で
あ
り
、
宗
政
・
時
教
の
実
弟
、
異
母
兄

に
時
輔
が
あ
る
。
図
田
帳
の
相
模
四
郎
は
兄
・
宗
政
で
あ
る
か
ら
時
期

的
に
も
宗
頼
へ
の
輿
入
れ
の
贈
与
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
。
飯
沼
賢
司
氏
が

言
う
よ
う
に
正
し
く
は
「
相
模
四
郎
跡
」
と
す
べ
き
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

内
梨
畑
の
地
頭
職
を
通
称
相
模
四
郎
・
北
条
宗
政
が
握
っ
て
い
た
こ
と

に
な
る
。
宗
政
は
文
永
九
年
（
一
二
七
二
）
に
は
二
〇
歳
で
評
定
衆
に

上
っ
て
い
る
か
ら
、
弟
の
宗
頼
が
大
友
頼
泰
の
女
を
娶
る
以
前
に
、
す

で
に
内
梨
畑
の
地
頭
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
以
上
に
み
て
き
た
よ
う
に
初
代
能
直
か
ら
三
代
に
亘
っ
て
、
北
条
氏

一
門
と
婚
姻
関
係
を
結
ん
で
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
大
友
氏
の
対
幕

府
政
策
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
三
つ
の
事
例
を
比
較
検
討
し
て
み
れ

一－８



ば
、
①
の
名
越
朝
時
へ
の
譲
渡
が
最
も
合
理
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
石
井
進
氏
に
よ
れ
ば

　
「
（
十
三
世
紀
前
半
代
）
こ
の
頃
、
筑
後
・
肥
後
両
国
の
守
護
職

は
、
多
分
大
友
氏
の
手
か
ら
北
条
氏
一
門
の
名
越
時
章
（
一
二
Ｉ
五
～

一
二
七
二
、
母
大
友
能
直
女
）
に
移
動
し
、
時
章
は
以
前
か
ら
相
伝
し

て
い
た
大
隅
国
守
護
職
と
あ
わ
せ
て
、
丁
人
で
三
カ
国
の
守
護
職
を
兼

任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
で
に
時
章
の
父
朝
時
に
対
し
て
、
か
れ
が

守
護
で
あ
っ
た
わ
け
で
も
な
い
豊
前
国
で
所
領
寄
進
が
な
さ
れ
て
い
た

こ
と
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
北
条
氏
一
門
内
に
お
け
る
名
越
氏

の
勢
力
は
大
き
か
っ
た
の
で
あ
る
。
」
（
九
州
諸
国
に
お
け
る
北
条
氏
所

領
の
研
究
）

と
い
う
当
時
の
状
況
の
も
と
で
、
内
梨
畑
は
名
越
側
か
ら
の
要
請
が

あ
っ
て
の
こ
と
か
も
知
れ
な
い
が
、
婚
姻
を
理
由
に
む
し
ろ
大
友
家
の

方
か
ら
寄
進
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
時
期
は
嫡
男
・
光
時

の
生
没
年
が
不
明
で
あ
る
が
、
次
男
時
章
が
一
二
Ｉ
五
年
の
誕
生
で
あ

る
こ
と
か
ら
一
二
Ｉ
○
年
頃
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

　
そ
の
後
前
述
し
た
「
二
月
騒
動
（
文
永
九
年
・
一
二
七
二
）
」
で
時

章
は
謀
殺
さ
れ
、
三
カ
国
守
護
職
は
没
収
、
筑
後
国
は
時
宗
の
弟
宗
政
、

肥
後
国
は
得
宗
、
大
隅
国
も
金
沢
氏
一
族
の
時
直
が
守
護
職
に
就
い
た
。

こ
う
し
て
九
州
の
守
護
職
に
関
す
る
限
り
、
か
つ
て
の
名
越
氏
の
勢
力

が
壊
滅
し
、
得
宗
お
よ
び
得
宗
傍
系
が
進
出
し
て
い
る
。
筆
者
は
こ
の

「
二
月
騒
動
」
の
あ
と
、
内
梨
畑
の
地
頭
職
が
北
条
宗
政
（
通
称
・
相

模
四
郎
）
を
経
て
、
父
の
死
後
師
時
に
渡
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
し

て
い
る
。

　
得
宗
領
の
拡
大
が
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
た
の
か
に
つ
い
て
、
奥
富

敏
之
氏
は

「
承
久
の
乱
以
後
も
、
北
条
氏
の
所
領
は
、
ま
す
ま
す
増
大
し
て
い
た
。

だ
い
た
い
の
傾
向
と
し
て
、
時
頼
の
時
期
に
東
北
地
方
に
向
け
て
得
宗

の
手
が
伸
び
て
お
り
、
時
宗
の
時
期
に
は
、
元
寇
を
契
機
と
し
て
、
西

国
に
大
き
く
及
ん
で
行
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
両
時
期
を
通
じ
て
、
将
軍

家
の
関
東
御
領
の
得
宗
領
化
か
進
行
し
た
と
い
う
よ
う
に
見
ら
れ
て
い

る
。
個
々
の
徴
証
を
提
示
し
た
実
証
的
研
究
が
、
こ
の
時
期
の
も
の
に

関
し
て
は
、
ま
型
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
な
ん
と
も
云
え
な
い
が
、

お
お
ま
か
な
と
こ
ろ
、
そ
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
」
（
鎌
倉
北
条
氏
の
基

礎
的
研
究
）

と
書
い
て
い
る
が
、
お
お
む
ね
定
説
と
み
て
い
い
。
大
友
能
直
の
女
が

名
越
朝
時
に
嫁
入
り
し
た
一
二
Ｉ
○
年
代
前
半
に
は
、
幕
府
内
に
お

け
る
北
条
氏
の
地
位
が
確
立
し
て
い
た
と
は
言
い
難
く
、
建
暦
三
年

ニ
ニ
コ
ニ
）
の
和
田
氏
の
乱
を
制
し
。
承
久
の
乱
（
一
二
二
二
）
に

勝
利
し
て
漸
く
二
代
執
権
・
義
時
の
幕
府
に
お
け
る
立
場
が
確
立
し
た
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の
で
あ
る
。

　
北
条
得
宗
家
が
所
領
拡
大
の
動
き
を
本
格
的
に
は
じ
め
る
の
は
、
承

久
の
乱
以
後
の
こ
と
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
大
友
能
直
は
な
ぜ
北
条
・
名
越
氏
に
寄
進
し
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
当
時
幕
府
に
お
け
る
大
友
氏
の
立
場
は
微
妙
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
頼
朝
の
「
無
双
寵
仁
」
と
し
て
重
用
さ
れ
た
能
直
は
頼

朝
の
死
後
の
、
後
ろ
盾
と
も
言
う
べ
き
養
父
・
中
原
親
能
の
死
は
彼
の

立
場
を
弱
く
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
筆
者
は
畠
山
重
壽
豚
殺
事
件
に
関

連
し
て
、
能
直
の
妻
・
深
妙
の
出
自
に
も
関
係
す
る
と
み
て
い
る
。

＊
尼
深
妙
の
出
自
に
つ
い
て

　
「
続
群
書
類
従
・
巻
一
五
〇
」
に
よ
れ
ば
大
友
能
直
の
妻
を
畠
山
四
郎

重
範
女
と
す
る
も
の
と
、
高
山
四
郎
重
範
女
と
す
る
も
の
の
二
説
が
あ

る
。
雨
氏
の
う
ち
い
ず
れ
で
あ
る
か
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
高
山

氏
は
畠
山
氏
の
一
族
で
は
な
い
か
と
い
う
説
も
あ
る
（
外
山
幹
夫
氏
）
。

四
郎
重
範
が
同
じ
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
筆
者
は
高
山
は
畠
山
の
誤
字

で
、
畠
山
重
範
の
女
で
あ
る
と
推
測
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も

畠
山
・
高
山
雨
氏
と
も
秩
父
平
氏
の
一
族
で
あ
り
同
門
で
あ
る
こ
と
は

疑
い
を
容
れ
な
い
。
元
久
二
年
（
回
一
〇
五
）
畠
山
重
患
が
義
時
に
謀

殺
さ
れ
る
事
件
は
、
大
友
能
直
に
と
っ
て
北
条
氏
と
の
関
係
を
再
構
築

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
大
な
契
機
で
あ
っ
た
。
妻
の
実
家
に
繋
が
る

一
族
が
北
条
氏
に
よ
っ
て
滅
亡
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
女
の
一
人
を

名
越
朝
時
へ
嫁
が
せ
た
の
は
、
北
条
氏
を
盧
っ
て
の
対
策
で
あ
ろ
う
。

こ
の
と
き
内
梨
畑
は
化
粧
料
と
し
て
名
越
家
に
譲
渡
さ
れ
た
の
で
あ

る
。

　
深
妙
は
九
十
歳
以
上
の
長
寿
を
保
つ
ほ
ど
強
健
な
体
力
を
持
ち
、
能

直
と
の
間
に
九
男
三
女
を
設
け
、
能
直
没
後
の
所
領
分
与
に
深
く
関
与

し
て
い
る
が
、
延
応
二
年
（
一
二
四
〇
）
女
子
二
人
に
配
分
し
た
所
領

は　
　
女
子
犬
御
前
分

　
　
　
　
同
庄
内
中
村
地
頭
職

　
　
女
子
美
濃
局
分

　
　
　
　
同
庄
内
上
村
半
分
地
頭
職
　
　
在
別
注
文

と
な
っ
て
い
る
。

　
大
友
氏
系
図
に
よ
れ
ば
能
直
に
は
三
人
の
女
が
あ
る
が
、
美
濃
局
は

山
上
中
将
娘
と
さ
れ
た
人
物
に
当
て
る
説
が
有
力
で
あ
る
。
系
図
上
で

彼
女
は
「
玖
珠
女
房
云
々
、
山
上
中
将
娘
直
親
母
、
将
軍
所
杉
密
局
」

と
あ
り
、
外
山
幹
夫
氏
は
「
美
濃
局
は
、
そ
の
局
を
称
し
て
い
る
と
こ

ろ
か
ら
恐
ら
く
末
女
で
、
山
上
中
将
娘
と
さ
れ
た
人
物
で
あ
ろ
う
」
と

述
べ
て
い
る
。
（
大
名
領
国
形
成
過
程
の
研
究
）
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犬
御
前
と
は
善
刑
部
太
夫
の
妻
女
で
あ
ろ
う
。
芦
刈
政
治
氏
は
、
大

野
能
基
略
系
図
で
犬
御
前
の
娘
・
珍
阿
と
戸
次
重
秀
と
の
婚
姻
関
係
を

推
定
し
、
さ
ら
に
能
基
の
女
の
丁
人
を
善
修
理
亮
広
衡
妻
に
当
て
、
善

氏
と
の
関
係
を
示
唆
し
て
い
る
。
（
大
分
県
史
、
中
世
Ｉ
・
Ｐ
一
三
九
）

以
上
の
推
定
の
結
果
、
名
越
越
後
人
道
の
妻
女
と
な
っ
た
女
に
は
、
所

領
の
配
分
が
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
先
に
輿
入
れ
の
際
内
梨
畑

を
譲
渡
し
て
い
る
か
ら
と
す
れ
ば
整
合
性
の
あ
る
処
置
と
納
得
が
い

　
大
分
県
史
に
よ
れ
ば
弘
安
図
田
帳
に
見
る
得
宗
家
の
所
領
は
、
内
梨

畑
の
ほ
か

　
（
ア
）
　
佐
賀
郷
　
一
五
〇
町

　
（
イ
）
　
井
田
郷
　
八
十
町
五
段

　
（
ウ
）
　
臼
杵
荘
　
二
〇
〇
町

　
（
エ
）
　
日
出
津
島
　
七
十
町

　
（
オ
）
　
石
垣
荘
別
府
　
六
十
町

　
（
力
）
　
安
岐
郷
・
成
久
名
　
三
七
町

　
（
キ
）
　
田
染
郷
・
吉
丸
名
　
二
Ｉ
町

　
　
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
こ
れ
ら
の
中
で
名
越
氏
一
門
領
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
、
（
オ
）
石

垣
荘
別
府
と
（
キ
）
田
染
荘
・
吉
丸
名
で
あ
り
、
能
直
の
娘
が
名
越
朝

時
に
嫁
す
る
に
際
し
内
梨
畑
と
も
ど
も
所
謂
化
粧
料
と
し
て
寄
進
さ
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
Ⅳ
）
交
通
の
要
衝
説

　
内
成
が
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
飯
沼
賢
司
氏

は
別
府
市
誌
に

　
　
「
江
戸
時
代
の
日
田
代
官
所
と
大
分
の
高
松
代
官
所
を
繋
ぐ
永
山

　
布
政
所
路
は
由
布
院
を
越
え
て
、
御
嶽
権
現
の
前
か
ら
東
山
に
入
り
、

　
由
布
川
渓
谷
の
西
に
あ
る
尾
根
に
あ
る
朴
木
地
区
を
降
り
、
野
田
に

　
出
て
大
分
に
至
る
。
古
代
の
道
も
こ
の
尾
根
の
先
端
に
国
分
寺
が
あ

　
る
こ
と
か
ら
古
く
か
ら
の
道
が
存
在
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
御
嶽
権

　
現
の
道
は
志
高
方
面
を
抜
け
て
、
内
成
を
通
り
、
来
鉢
を
経
て
大
分

　
方
面
に
至
る
道
も
古
く
か
ら
存
在
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

　
道
は
別
府
の
朝
見
か
ら
鳥
越
峠
を
越
え
高
崎
山
の
裏
を
抜
け
て
、
国

　
府
に
出
る
宮
道
と
内
成
地
区
を
通
る
道
で
連
結
さ
れ
て
お
り
、
内
成

　
は
ふ
る
く
か
ら
交
通
上
の
要
衝
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
」
と
具

　
体
的
に
書
い
て
い
る
。

　
筆
者
は
古
代
の
豊
後
道
や
豊
前
道
の
経
路
に
つ
い
て
、
石
城
川
の
道

（
歴
史
資
料
・
石
城
川
村
）
で
考
察
し
た
が
、
そ
の
要
旨
は
以
下
の
通
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り
で
あ
る
。

（
一
）
古
代
の
豊
後
道
の
ル
ー
ト
は
近
世
の
永
山
布
岐
路
と
ほ
ぼ
同
一

　
　
で
あ
り
、
豊
後
国
府
（
府
内
城
）
か
ら
の
経
路
は
、
赤
野
↓
朴

　
　
木
↓
樫
山
↓
由
布
駅
（
川
上
）
↓
荒
田
駅
↓
石
井
駅
（
日
田
代

　
　
宮
所
）
↓
大
宰
府
で
あ
る
。

（
二
）
豊
前
道
は
古
代
に
は
、
国
府
（
高
坂
駅
）
↓
赤
野
↓
七
蔵
司
↓

　
　
銭
亀
峠
↓
長
湯
駅
↓
安
覆
↓
宇
佐
↓
到
津
の
督
路
で
あ
っ
た

　
　
が
、
銭
亀
峠
へ
の
経
路
が
中
世
期
に
は
大
友
氏
の
高
崎
山
城
へ

　
　
の
近
路
と
し
て
府
内
城
↓
由
原
神
宮
↓
銭
亀
峠
の
ル
ー
ト
に
変

　
　
わ
っ
た
。

（
三
）
内
成
（
内
梨
畑
）
は
豊
後
道
の
樫
山
と
豊
前
道
の
銭
亀
峠
を
結

　
　
ぶ
間
道
に
あ
り
、
こ
の
間
道
は
宇
佐
神
宮
と
由
原
神
宮
お
よ
び

　
　
府
内
城
、
豊
前
と
豊
後
国
府
を
結
ぶ
最
短
コ
ー
ス
で
あ
っ
た
。

　
　
ま
た
鳥
越
峠
を
下
れ
ば
田
野
口
の
宝
満
寺
を
通
り
別
府
の
中
心

　
　
地
へ
繋
が
っ
て
い
た
。

（
四
）
銭
亀
峠
に
あ
る
亀
形
の
巨
石
に
「
東
府
内
道
・
北
別
府
道
・
西

　
　
ゆ
ふ
い
ん
み
ち
・
南
ど
う
じ
り
道
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
が
、
こ

　
　
の
「
西
ゆ
ふ
い
ん
み
ち
」
が
石
城
寺
の
前
を
通
り
内
成
を
貫
通

　
　
し
て
い
た
。

　
以
上
の
地
理
上
の
状
況
か
ら
、
内
梨
畑
の
要
衝
に
当
た
る
こ
と
が
一

目
判
然
と
す
る
が
、
交
通
の
要
衝
は
又
一
面
で
経
済
的
な
利
点
が
な
け

れ
ば
得
宗
領
た
る
価
値
が
な
い
で
あ
ろ
う
。
得
宗
領
は
交
通
の
要
衝
を

押
さ
え
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
例
示
さ
れ
る
門
司
関
や
佐
賀

郷
（
佐
賀
の
関
）
な
ど
の
海
上
交
通
の
拠
点
と
く
ら
べ
て
み
る
と
、
内

梨
畑
の
場
合
の
要
衝
度
は
か
な
り
低
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
交
通
の
要
衝
と
い
う
理
由
だ
け
で
、
生
産
高
の
な
い
所
領
を
寄
進
し

た
と
い
う
の
は
説
得
力
に
欠
け
る
の
で
は
な
い
か
。
実
は
内
梨
畑
は
相

応
の
生
産
高
の
見
込
め
る
豊
か
な
地
域
で
あ
っ
た
と
筆
者
は
み
て
い

る
。

（
Ｖ
）
内
梨
畑
の
生
産
高

「
　
大
略
依
為
畠
地
、
代
不
分
明
也
　
」
を
解
釈
す
れ
ば

飯
沼
賢
司
氏
が
言
う
よ
う
に
「
ほ
と
ん
ど
水
田
が
な
い
こ
の
よ
う
な
畑

作
地
帯
の
内
梨
子
が
な
ぜ
北
条
得
宗
領
に
組
み
込
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
生
産
と
い
う
面
か
ら
見
れ
ば
価
値
の
商
い
所
領
と
は
到
底
考
え
ら

れ
な
い
。
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
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＊
棚
田
の
性
格

　
し
か
し
な
が
ら
、
日
本
の
棚
田
百
選
に
も
選
ば
れ
た
、
見
事
な
棚
田

の
広
が
る
内
成
の
現
地
に
立
っ
て
み
れ
ば
、
村
の
一
番
高
い
所
・
石
城

寺
の
麓
に
豊
富
な
湧
水
源
が
あ
る
地
形
上
の
利
点
を
活
か
し
て
、
早
く

か
ら
水
田
化
さ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
筆
者
は
、

「
内
成
の
棚
田
は
お
そ
く
と
も
中
世
中
期
に
は
開
発
さ
れ
て
い
た
」
と

主
張
し
て
い
る
が
（
内
成
の
棚
田
に
つ
い
て
・
別
府
史
談
第
一
九
号
）
、

そ
の
根
拠
の
Ｉ
つ
と
し
て
海
老
沢
衷
氏
の
説
を
紹
介
し
よ
う
。
氏
は
「
荘

園
公
領
制
と
中
世
村
落
」
で

「
（
迫
田
型
の
棚
田
は
）
十
三
世
紀
以
降
荘
園
史
料
で
も
確
認
で
き
る
も

の
で
、
狭
い
谷
間
を
這
う
よ
う
に
上
る
棚
田
で
あ
る
。
水
量
の
多
い
湧

水
点
（
イ
ノ
コ
が
あ
る
場
合
に
発
達
し
た
も
の
と
な
る
。
多
く
の
場
合

湿
田
で
あ
り
、
中
世
に
は
安
定
し
た
収
量
を
見
込
め
る
水
田
と
し
て
領

主
の
直
轄
田
と
な
る
場
合
も
あ
っ
た
。
Ｂ
型
（
迫
田
型
）
の
棚
田
が
発

達
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
は
、
必
ず
中
世
以
来
の
寺
庵
が
あ
り
、
石
造
文

化
財
や
古
屋
敷
の
存
在
が
確
認
で
き
る
。
」
と
解
説
し
て
い
る
が
、
内

成
の
景
観
は
ま
さ
に
こ
の
記
述
に
ぴ
っ
た
り
当
て
は
ま
る
。
し
か
し
な

が
ら
こ
の
海
老
沢
説
は
一
般
論
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
援
用
し
て
内
成
に

は
中
世
に
棚
田
が
あ
っ
た
と
即
断
す
る
わ
け
に
は
行
か
な
い
が
、
可
能

性
の
高
い
見
解
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

＊
山
麓
湧
水
地
帯

　
原
田
信
男
氏
は
近
著
、
「
中
世
の
村
の
か
た
ち
と
暮
ら
し
」
の
中
で
、

関
東
平
野
東
半
部
の
現
地
調
査
を
も
と
に
し
て
中
世
の
村
落
景
観
を
分

類
し
て
、
「
古
代
か
ら
の
安
定
的
な
村
々
は
、
①
山
麓
型
と
②
乾
田
低

地
型
の
村
々
で
あ
る
。
つ
ま
り
も
っ
と
も
水
田
開
発
が
し
や
す
く
、
人
々

が
住
み
や
す
か
っ
た
と
こ
ろ
が
、
豊
富
な
湧
水
を
も
っ
た
山
腰
部
と
水

流
を
も
ち
な
が
ら
乾
い
た
低
地
部
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
古
代
に
お
い

て
も
、
こ
う
し
た
安
定
的
な
部
分
に
の
み
人
が
暮
ら
し
た
の
で
は
な
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
地
域
で
生
活
が
営
ま
れ
た
が
、
水
田
農
業
と
い
う
観
点
か

ら
は
、
こ
の
ふ
た
つ
が
も
っ
と
も
好
ま
し
い
地
形
条
件
下
に
あ
っ
た
。
」

と
し
、
さ
ら
に
「
こ
う
し
た
山
麓
型
の
村
々
に
お
い
て
は
、
山
か
ら
の

湧
水
を
利
用
し
て
水
田
の
確
保
が
容
易
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
水
田
率
が

高
く
、
低
湿
地
澗
辺
部
を
除
け
ば
排
水
条
件
に
恵
ま
れ
る
た
め
、
下
田

率
が
低
く
な
る
と
い
う
傾
向
を
示
す
。
い
ず
れ
も
安
定
的
な
水
田
が
得

ら
れ
た
地
域
で
、
古
く
か
ら
主
要
な
武
士
団
に
よ
っ
て
開
発
が
進
ん

だ
。
」
と
書
い
て
い
る
。
こ
こ
で
い
わ
れ
て
い
る
山
麓
型
の
村
の
景
観
は
、

小
鹿
山
を
背
景
に
し
て
、
村
の
一
番
高
い
所
に
あ
る
石
城
寺
の
豊
富
な

湧
水
を
も
つ
内
成
の
地
形
条
件
に
見
事
に
一
致
す
る
。
‘
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＊
豊
後
国
郷
帳

　
内
成
の
生
産
高
を
確
認
で
き
る
最
古
の
資
料
は
、
正
保
四
年

（
ヱ
八
四
七
）
に
成
立
し
た
豊
後
国
郷
帳
（
正
保
郷
帳
）
で
あ
る
が
、

そ
れ
に
よ
る
と

　
　
日
根
野
織
部
正
領
分

　
　
　
高
　
四
百
九
拾
弐
石
四
斗
七
升
三
合
　
　
　
　
　
　
　
笠
和
郷

　
　
　
内
　
三
百
三
拾
八
石
六
斗
壱
合
　
　
　
　
田
方
　
　
　
内
成
村

　
　
　
　
　
百
五
拾
三
石
八
斗
七
升
弐
合
　
　
　
畠
方
　
　
　
木
山
有

と
な
っ
て
い
て
、
田
方
（
水
田
）
が
多
く
生
産
力
の
大
き
い
大
村
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
石
高
の
ゆ
え
に
府
内
藩
中
郷
内
成
組
と
し
て

大
庄
屋
が
配
置
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
内
成
の
水
田
は
そ
の
全
て
が

棚
田
で
あ
る
。
棚
田
の
生
成
に
は
長
い
年
月
を
要
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

中
島
峰
広
氏
等
の
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
氏
が
宮
崎
県
諸
塚

村
で
行
っ
た
調
査
で
は
、
一
九
四
〇
年
代
に
人
力
と
カ
ル
イ
・
カ
タ
ク

チ
・
唐
鍬
な
ど
の
簡
単
な
作
業
用
具
の
み
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
棚
田

造
成
作
業
に
お
い
て
、
一
〇
ａ
当
た
り
延
べ
四
〇
〇
人
前
後
を
必
要
と

し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
諸
塚
村
で
は
各
戸
平
均
三
三
ａ
の
棚
田
が

ひ
ら
か
れ
る
の
に
Ｉ
〇
〇
年
以
上
の
年
月
が
か
か
っ
て
い
る
。
昭
和
の

十
年
代
の
現
代
で
も
こ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
中
世
の
状
況
下
で
は
、
人

口
も
少
な
い
ゆ
え
さ
ら
に
条
件
は
悪
い
で
あ
ろ
う
。
内
成
村
の
正
保
郷

帳
に
み
る
田
方
・
三
百
三
拾
八
石
余
の
生
産
高
は
、
一
朝
一
タ
に
し
て

出
来
た
の
で
は
な
く
、
こ
う
し
た
長
い
年
月
の
経
過
の
産
物
で
あ
る
。

前
に
も
述
べ
た
が
、
内
成
の
水
田
は
全
て
棚
田
で
あ
る
。
水
田
で
あ
る
と

す
れ
ば
棚
田
と
な
り
、
畠
で
あ
れ
ば
段
々
畑
と
い
う
文
字
に
な
る
内
梨
畑

の
地
形
の
特
質
が
図
田
帳
の
表
現
に
影
響
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
小
出
博
氏
の
紹
介
に
よ
れ
ば
、
中
国
で
は
段
状
に
な
っ
た
耕
地
を
梯

田
と
呼
ん
で
田
と
畑
を
区
別
せ
ず
に
用
い
、
日
本
に
お
け
る
棚
田
と

段
々
畑
の
よ
う
な
使
い
分
け
が
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
弘
安
図
田
帳

に
お
け
る
「
大
略
依
為
畠
地
」
の
畠
地
に
は
そ
の
よ
う
な
厳
格
な
区
別

は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
「
豊
後
国
図
田
帳
」
は
豊
後
守
護
大
友
頼
泰
宛
の
関
東
御
教
書
に
基

づ
い
て
、
頼
泰
が
注
文
作
成
の
上
幕
府
に
報
告
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
「
此
状
者
無
四
度
計
候
、
追
進
之
時
、
可
被
取

替
候
」
と
頼
泰
自
身
が
記
す
よ
う
に
、
か
な
り
杜
撰
な
記
載
が
み
ら
れ

る
。
「
大
略
依
為
畠
地
代
不
分
明
也
」
も
調
査
不
十
分
の
印
象
が
拭
え

な
い
。

＊
畠
作
の
重
要
性

　
「
大
略
依
為
畠
地
」
を
字
義
通
り
に
理
解
し
て
水
田
は
な
か
っ
た
と
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し
て
も
、
中
世
期
に
お
け
る
畠
作
の
生
産
力
は
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

べ
○

し　
黒
田
俊
雄
氏
は
「
蒙
古
襲
来
」
の
中
で

「
そ
れ
は
Ｉ
ま
と
め
に
い
え
ば
、
中
世
の
農
業
生
産
力
の
発
展
は
水
田

耕
作
よ
り
は
畑
作
を
主
と
し
、
そ
し
て
畑
作
の
発
展
、
畑
作
物
の
加
工
・

販
売
が
弱
小
農
民
の
自
立
の
基
礎
に
な
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
」

と
畑
作
の
意
義
に
つ
い
て
問
題
提
起
を
行
な
っ
て
い
る
。

　
網
野
善
彦
氏
は
「
日
本
中
世
土
地
制
度
史
の
研
究
」
で
畠
作
研
究
の

重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
氏
の
「
水
田
中
心
史
観
批
判
」
は
、
日

本
の
土
地
制
度
と
そ
れ
に
伴
う
税
制
が
、
水
田
の
み
を
賦
課
対
象
に
し

て
き
た
と
い
う
、
い
わ
ば
虚
構
の
上
に
立
っ
て
い
る
こ
と
を
論
じ
て
い

る
。

　
ま
た
坪
井
洋
文
氏
は
「
イ
モ
と
日
本
人
」
で
、
木
村
茂
光
氏
は
「
ハ

タ
ケ
と
日
本
人
」
で
畠
作
の
重
要
性
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
が
、
も
と

も
と
古
代
国
家
が
畠
地
を
把
握
の
対
象
と
み
な
さ
な
か
っ
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
残
さ
れ
た
史
料
が
少
な
く
事
態
に
迫
る
こ
と
は
か
な
り
難
し

い
の
が
実
情
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
原
田
信
男
氏
の
よ
う
に

「
中
世
に
お
い
て
、
畠
地
の
持
つ
意
味
が
決
し
て
軽
い
も
の
で
は
な
く
、

水
田
を
上
回
る
存
在
で
あ
っ
た
」
と
説
く
史
家
も
い
る
。

　
畠
作
の
重
要
性
は
今
後
の
研
究
に
期
待
す
る
と
し
て
、
内
梨
畑
の
場

合
は
豊
富
な
湧
水
を
利
用
し
て
の
水
田
農
業
が
古
く
か
ら
行
な
わ
れ
て

い
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
Ⅵ
）
結
論

　
内
梨
畑
は
大
友
能
直
の
女
が
名
越
朝
時
に
嫁
入
り
す
る
際
化
粧
料
と

し
て
持
参
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
時
期
は
、
次
男
名
越
時
章
の
生
年

が
建
保
三
年
（
一
二
Ｉ
五
）
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
推
測
し
て
承
元
～
建

暦
年
間
（
一
二
Ｉ
○
年
頃
）
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
背
景
と
し
て

頼
朝
亡
き
後
の
大
友
氏
の
立
場
、
特
に
北
条
氏
と
の
関
係
強
化
を
迫
ら

れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
間
の
主
な
事
件
を
年
表
に
す
れ
ば

　
　
正
治
元
年
‘
こ
一
九
九
）
　
源
頼
朝
没

　
　
元
久
元
年
（
二
一
〇
四
）
　
源
頼
家
、
修
善
寺
で
殺
さ
れ
る

　
　
元
久
二
年
こ
二
〇
五
）
　
畠
山
重
患
父
子
謀
殺
（
能
直
妻
の
実
家
）

　
　
承
元
二
年
（
一
二
〇
八
）
　
養
父
・
中
原
親
能
没

　
　
建
保
元
年
（
こ
二
三
）
　
和
田
氏
の
乱
（
能
直
の
母
方
の
縁
戚
）

　
頼
朝
没
後
、
北
条
氏
が
権
力
を
増
殖
し
て
い
く
過
程
で
、
「
無
双
寵
仁
」

と
謂
わ
れ
る
よ
う
に
頼
朝
と
の
結
び
つ
き
が
深
か
っ
た
能
直
の
立
場
は

微
妙
で
あ
っ
た
。
妻
・
深
妙
の
実
家
に
繋
が
る
畠
山
父
子
が
謀
殺
さ
れ

-
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た
事
件
や
後
盾
で
あ
っ
た
養
父
・
中
原
親
能
の
死
は
北
条
氏
か
ら
の
不

安
に
ど
う
対
処
す
べ
き
か
を
能
直
に
問
い
か
け
る
契
機
で
あ
っ
た
。
こ

の
危
機
に
際
し
能
直
は
北
条
氏
一
門
と
の
政
略
結
婚
に
活
路
を
開
こ
う

と
し
た
の
で
あ
る
。

　
名
越
朝
時
へ
の
譲
渡
は
こ
の
よ
う
な
政
治
的
背
景
の
中
で
行
な
わ
れ

た
の
で
あ
っ
て
、
生
産
高
に
み
る
べ
き
も
の
の
な
い
荒
廃
し
た
畑
地
を
、

陸
上
交
通
の
要
衝
と
い
う
一
点
の
み
で
寄
進
す
る
こ
と
な
ど
は
能
直
に

は
到
底
出
来
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
内
梨
畑
は
名
越
低
へ
の
化
粧
料
と

し
て
相
応
の
生
産
高
を
持
つ
所
領
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は

後
年
の
正
保
郷
帳
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
内
梨
畑
の
地
頭

職
は
、
名
越
朝
時
↓
名
越
時
章
↓
北
条
宗
政
（
相
模
四
郎
）
↓
北
条
師

時
と
変
遷
し
て
得
宗
領
と
し
て
幕
末
ま
で
続
き
、
鎌
倉
幕
府
瓦
解
後
は

没
官
さ
れ
て
い
た
が
、
足
利
義
満
に
よ
っ
て
大
友
親
世
に
返
還
さ
れ
る

と
い
う
経
過
を
辿
る
。
重
ね
て
指
摘
す
る
が
先
学
諸
氏
の
見
解
は
交
通

の
要
衝
と
い
う
面
に
力
点
が
置
か
れ
過
ぎ
て
、
内
梨
畑
の
生
産
力
の
高

さ
が
等
閑
視
さ
れ
て
い
る
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

事
務
局
よ
り

　
当
会
で
は
、
皆
様
の
研
究
成
果
を
広
く
お
読
み
い
た
だ
き
、

会
員
の
お
互
い
の
研
究
を
深
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
原
稿
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

　
詳
細
は
1
2
2
ペ
ー
ジ
の
「
『
別
府
史
談
』
原
稿
募
集
に
つ
い
て
」

を
ご
覧
下
さ
い
。
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